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資　　料
京都産業大学経営学部創設 40周年記念シンポジウム
「ソーシャル・アントレプレナーの役割と必要性」報告 1）（下）
1．日時 2007年 12月 1日　13時 30分～ 17時
2．場所 京都商工会議所
3．パネラー 大塚洋一郎氏（経済産業省大臣官房審議官地域経済・地域エネルギー担当）
  能勢加奈子氏（株式会社フェリシモ　ecolorグループ　グループリーダー）
  村田早耶香氏（NPO法人かものはしプロジェクト　共同代表）
  吉松　時義氏（社会福祉法人太陽の家　常務理事）
3．コーディネーター 大室悦賀（京都産業大学経営学部講師）
（前号よりのつづき）
大　室：ありがとうございました．村田さんのところも単なる寄付を集めて支援する，というので
はなくて，現地でもきちんと収入を得て自立していただくことと．日本においても ITを
使って自分たちの組織も運営していく，というようなビジネスを取り入れた NPOで，先
ほど大塚さんの方からありました事業型 NPOといわれる日本でも特異な事例です．この
後，今，ご紹介を皆さんに言われましたので，少しソーシャル・ビジネスというか，社会
的企業について，少しそれぞれまたご発言をいただきたいと思います．
まず，大塚さんの方から，日本全国に飛び回られて，いろんなところに行かれると思う
のですが，肌で感じる日本の社会的企業は，最近どんな感じなのか，簡単にご紹介いただ
ければと思います．
大　塚：直接の答えになってないかもしれませんが，私は一つこういう時代の流れを非常に強く感
じております．例えば，参加しているメンバー，もしくはフェリシモと太陽の家は同じ
1965年の設立だったのですね．40年前で NPO法人も何もない．ですから，株式会社と
いう形でしか設立できなかったわけですが，その時代から綿々と続いているこうした事業．
それから，かものはしプロジェクトの村田さんは，2002年の NPO法人，そして私が役所
からここに来ておって，それから，大室さんは市役所からアカデミー大学に転じてこの分
野に入ってきているわけです．しかも，こうしたソーシャル・アントレプレナーという，
1） 本稿の編集は大室が担当した．本編の文責は大室にある．なお、お忙しい中シンポジュウムに参加いただ
いたパネラーの皆様に感謝申し上げるとともに、本編の文章確認をあわせて行っていただいたことにこの場
をお借りして感謝申し上げます．
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ちょっと聞いただけではよくわからないタイトルに，これだけたくさんの人が来ていただ
ける．やはり時代がこうしたソーシャル・ビジネス，あるいはコミュニティ・ビジネスを
推進しているじゃないかな，と感じます．
それともう一つ，私は大きく 3つのグループがあるように感じております．一つは大企
業の CSR部門の方々がこうした部門に近づいてきている．2番目は，ソーシャル・ビジ
ネスやコミュニティ・ビジネスとか何もわからなくて，例えば，地域のおばちゃんたちと
かおじいちゃんたちが，目の前の課題を何とか解決しなければいけない，ということで，
やむにやまれず始まる．例えば，名古屋の周りにブラジル人や外国の方が非常に増えてい
るそうですが，そういう方たちを助けるためにも，自然発生的にいろいろな活動が起こっ
ています．それと，もう一つは私が紹介しました中で，駒崎さんがそうだと思いますが，ソー
シャル・ベンチャーということで，ソーシャル・ビジネスをやるのだけれども，社会性と
ビジネスというビジネス方に少し軸足を置いた．それが大きな企業になるかもしれない．
そういた 3つの流れだと思います．例えば，駒崎さんは必要な資金でいうと何百万単位で
はなくて，次は 1,000万円，2,000万円単位で資金が必要だと．そして，ワッと展開する
会社の規模になってきています．そういった 3つの流れ，3つのグループがあって，これ
をどうやってこれから集約していくのだと思うのですけれども，これが発展していくのか，
というのは，我々の課題じゃないかなと思っているところでございます．
大　室：ありがとうございます．続きまして，吉松さんの方にお聞きしたいのが，先ほどもご紹介
がありますように，オムロンさんとかホンダさん，それからデンソー，三菱商事さんとか，
たくさんの企業とコラボレーションをして，共同出資会社をおつくりになられている．そ
の中で，大企業がこういう分野に出てきてほしいな，と思っています．そのへんで大企業
と太陽の家がやられているようなビジネスのある意味，接点の部分から見ていただいて，
企業にもこういう分野にどんどん出てきてほしいよ，ということがもしあれば，ご意見を
いただければと思います．
吉　松：企業も，CSRということで，非常に社会との関係を大事にしています．そうした中で，
太陽の家は，オムロンとの関係が最初でした．企業との関係を進める時，企業に何がなけ
ればいけないのかな，ということになってくるのですが，太陽の家の理念を申しましたが，
片方では企業にも同じように理念というのが必要になってくるのだと思うのです．いわゆ
る社会に貢献していくということに対して，企業がそういった考えを持っているのか，持っ
ていないのか．最近，食の問題も含めて，表示の問題とか，使ってはいけないものをもう
一回使ったとか，企業の方でもいろんな社会的に問題を起こしております．そういったと
きに抑えになるのが，やはり理念になるだろうと思います．
特に，大企業がこういった社会福祉法人に，仕事を提供するというのは，企業から見れ
ばほんの一部です．しかし，それによって，より障がいの重たい方も，働くことができる
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ような環境づくりができます．なぜできるかといいますと，企業には企業の経営ノウハウ
というものがありますから，それを社会福祉法人の持っていないところにどんどん提供で
きることがありますし，大企業であればいろいろな職種があります．その職種を選択して
提供していくことによって，障害のある人たちの最大限の力を発揮させるということがで
きます．もちろん，太陽の家に出すだけではなくて，雇用という問題は，コンプライアン
スの問題から見ましても，企業自体が雇用していくということは必要です．障がい者雇用
を特例子会社だけに依存するのでなく，本社機能で雇用するということは，当然ながら必
要になってきます．ただ，そのときに障がい者個人個人が選択できる選択肢が多いのが一
番いいですね．それは何かといいますと，例えば，企業に百人の社員がいてその中に障が
いのある人が一人入って，自分一人が障がい者であっても対人関係を含めて十分その中で
やっていけるという自信と能力があれば，その会社，その職場で，きっちりしたいい仕事
をすると思います．もう一つは特例子会社の雇用もいい．更には社会福祉法人とかあるい
は授産施設とか，そういったところでお互い理解できる仲間がいて，職場でも日常生活で
も充実し楽しみながらやっていくなど，障がい者がこうしたいと選ぶための色々の選択肢
が必要になってくるのだろうと思います．
オムロンには社憲があります．「われわれの働きでわれわれの生活を向上し，より良い
社会をつくりましょう．」より良い社会をつくるという意味は，企業には，企業の公器性
があります．社会のために役立つ企業であらねばならない．社会を良くするために企業は
存在しなければならない，というのが，企業の公器性です．当然，企業とすれば従業員を
雇用して，それに対して賃金を払う．さらには税金を持って国に貢献する，地方自治体に
貢献するというのがあります．それから，それ以外のところで貢献するというのが，先ほ
どから出ておりますような，企業の公器性の中の，社会の公器性です．こちらの方では障
がい者の雇用のために仕事を提供するとか，企業が持っている知識とか技能を提供すると
か，地域のスポーツや講演会の開催・支援等が社会の公器性です．こういった企業理念を
しっかり持った会社で，経営者が変わっていってもこの理念を引き継いでやっていくとい
うことが非常に大事だろうと思います．
大　室：ありがとうございます．続いて実際に事業をおやりになっているお二人の方から，その難
しさみたいな苦労話等々をお聞かせください．
能　勢：先ほどご説明申し上げました，事業性，社会性，独創性で言うと，どうしても事業性の部
分がまだまだ弱い段階です．だけど，我々のような一般の企業は，普通の事業の中にある
と，やはりよその部門と横並びで見られるわけです．そうすると，どうして，そこだけ収
益性が悪いのか？そこの部門だけなぜそんな効率が悪いか？みたいな比較は常にされてい
ます．そういうことを言われても，「これは他の事業とは違うスピードで成長しているの
です」，と説明できるかどうかです．それと，こういう事業は一度やり始めて止めると，
208 京都マネジメント・レビュー 第 14号
やらなかった以上のマイナスのインパクトがあると私は思っています．だから，それをい
かに続けるか，会社を説得し周りを説得し，やっている人のモチベーションを上げ，どう
やってそれを継続するか？というところに，非常にその難しさみたいなものはあるかなと
思います．
逆にやっていて面白いというか，やりがいがあると思えるのは，結局こういう活動は，
自社の利益だけにとらわれた活動ではないということです．それを超えて，何かもっと大
きなもののために働いているのだ，という自分の感覚．そういうものがあるということが，
まず一つ挙げられると思います．あとは，そういう社会的に大きな大儀を持っていると，
いろんな外の人とのネットワークが一気に広がります．どうしても商売だと，自社と取引
先さんとの関係だけみたいなことになりがちですが，そうではなく，今回みたいにこうい
うような場に呼んでいただいたり，NPOの方々とのつき合いなど，すごくネットワーク
が広がっていきます．今後，企業の見いだせる価値の一番大事な部分は，ネットワークの
価値みたいなことだと思っていますので，そういう意味ではこれは非常にやっていて面白
い部分ではあります．
大　室：はい，ありがとうございます．村田さん続いて同じ質問で難しさと楽しさみたいなところ
があればよろしくお願いします．
村　田：社会的な企業というよりも学生のときから起業した自分たちの苦労したような話というこ
とになっちゃいそうですが，大丈夫でしょうか．私たちは自分が大学 3年生で他のメンバー
が，それぞれ大学 3年生，2年生のときに立ち上げました．ですので，19歳 20歳のとき
に立ち上げたことになります．ですから，全く経験のないときに立ち上げたので，非常に
試行錯誤もしましたし，失敗も経験してきました．そもそも，立ち上げたきっかけが児童
買春をなくしたいということだったのです．私自身はもっと経験を積んでからやろうと
思っていました．ただ，仲間からその思いをもっと周りの人に伝えて経験がないのであれ
ば，その経験を持っている人からアドバイスをもらってやればいいし，お金がないのだっ
たら，少しずついろんな人から集めればいいし，人脈がないのだったらいろんな人から紹
介してもらえばいい．そうすれば，周りの人に協力してもらえれば，自分は今何も持って
ないからできない，とかじゃなくて，やっていけばそれだけ早く多く子どもを救うことが
できるよ．だから，チャレンジしよう，と言われて立ち上がっています．ですので，いろ
んな人の協力を得ています．
ただ，やはり失敗も経験しています．一番大きかった失敗が，IT事業を立ち上げて日
本国内でWeb製作の仕事をしていたのですが，300万円の仕事を請負って納期が遅れて
借金を背負いそうになったことがありました．自分が 21歳のときで，まだ全く世の中は
わかっていない中で，任せていた学生が途中で仕事を放棄してしまって，1カ月結局納品
ができなかったのです．裁判になって 300万円借金を背負ったら，どう返えそうかと常に
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考えていました．大学も出てなくてもすぐに返せるとしたら，マクドナルドの求人がちょ
うど出ていたので，うちの近くだと 3年でだいたい返せるかなと考えていました．これで
自分の残りの 3年間は，借金を返すために使うのかと思っていたのですが，その時に最後
までみんなあきらめないで納品をしてくれました．それで IT事業のスタッフはちゃんと
仕事をやり切りましたし，それから他のスタッフは，「もし借金を背負ったら自分が 1年間，
ほかで働いて返すから」と言ってくれたり，設立メンバーが誰もあきらめなかったんです
ね．それで，結局遅れましたが納品をして，借金も背負わずに，ただ収入も入ってこずに
終わりました．
そのときに仲間の大切さと周りで応援してくれている人たちの大切さに気が付きまし
た．仲間に関しては，そういうつらい状況にもかかわらず，途中でやめなかったというこ
とがありました．これは一緒に仕事をしていく中で，児童買春はなくすべき問題だと，何
カ月もかけてずっと言い続けていて，ミッションをみんなで共有していたからじゃないか
なと思いました．それで 1回の失敗で子どもを守るという夢をあきらめたくない，とみん
なが思っていて，それで最後みんなが踏ん張ることができたのではないかと思っています．
それから応援してくれている人に関しては，そういう状況になって相談をしたときに，
「刑事裁判とかは絶対にないし，ただ迷惑をかけたのはあなたたちの責任だから絶対に最
後までやりなさい」と言われました．「それから，もし本当にお金に困ったら俺が何とか
するから，1回の失敗であきらめるな」と言われました．その時に本当に感動して泣きま
して，ただ応援してくれているだけではなくて，本当に最後まで周りの人は見捨てないん
だ，ということに気が付いて，仲間とそれから周りの人を大切にすることが事業がうまく
いく鍵であると，そのとき経験しました．
それとうれしかったことは，人の人生がすごく変わることです．例えば，先ほどのイン
ちゃんもひょっとしたら売られていたかもしれない状況だったのが，売られずにすんだり，
カンボジアの場合ですと，すごく身近に死や悲劇があるので，それを防げて子どもが可能
性を伸ばせたときにすごく嬉しいなと思いました．例えば，パソコン教室に通って来てい
た子がスキルを身につけたので，就職は決まって嬉しいですとか，留学が決まって夢に近
づいているとか，農村の子どもが学校に通い続けられるようになったとか，そういうこと
が聞けると非常に嬉しいなと思います．
それから私たちを応援してくださっているサポーターの方たちが，「給料が上がったの
で寄付金額を上げます」と言ってくれました．その理由が，「自分が仕事を頑張った分だけ，
人に対してサポートできることが嬉しいから，仕事の励みになります」と言ってくださっ
たり，あとスタディ・ツアーに大学生を連れて行って活動見学してもらうんですが，一緒
に来てくれた高校生の子がカンボジアの人の温かさに触れて，「帰ってきたら家族を大切
にしたいと思いました．だから，お母さんにありがとう，と言います」とかそういうこと
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を言ったり，温かい連鎖が生まれていることが非常に嬉しいなと思っています．
大　室：ありがとうございます．基本的には変わらないのですが，今ソーシャル・ビジネスについ
てそれぞれのお話をしていただきました．吉松さんにもう少しお聞きしたいところがあり
ます．企業がソーシャルな部分とかかわっていくために，どういう点を注意したり，どの
ような部分に気をつけたらいいのか．実際にコラボレーションを一緒にやられている立場
からそういうお話をいただければありがたいと思います．また，先ほどしゃべり足りない
ところがあれば，それも合わせてお願いします．
吉　松：太陽の家がスタートしたときに，地元の企業に協力いただいたことがありました．障がい
のある人達も，スタートしたら一人の労働者として参画していく．そして社会に認められ
ていくためには，労働者としてちゃんとやり切ることです．だから「障害があるというこ
とで，決して甘やかさないでくれ」と必ず企業の方にお願いしております．仕事を請ける
と，当然品質，コスト，納期などはきちんと守らなければいけない．「障害があるから品
質が少し悪いけど我慢して使ってください」とは言えない．障害のある人が作った商品は
市場に出せないから，納品先の企業は商品を倉庫に入れるとか作り直しをする．もし，そ
ういうことがあったら駄目なんですね．それは障害があろうがなかろうが，作った商品は
規格に合う本社と全く同じレベルのものでなければならない．
納期でも「障害があるから作るのに時間がかかるから，ちょっと待ってください」とい
うことは言えません．だから，企業の方も障害がある人たちが働く工場に発注するときも
一般企業と全く同じ条件の中で発注する．
障がい者が労働者たりうるためには働くための条件整備をするということが極めて重要
です．「No charity but a chance」チャンスを活かすために，さまざまの条件整備をきっち
りする．それにチャンス対して企業が持っているノウハウでどんどん支援していく．これ
が非常に大事だと思っております．障がいを持っている者も甘えないし，企業も甘えるこ
とは許さない，という考えの中で，心の問題も含めた条件整備をきっちりやっていくこと
が大事だと思います．
よく言われるのは差別的なという言葉がありますが，それはやはり別の問題だと思いま
す．条件整備をして働く条件さえ整えば，障がいのある人もきっちりやるということです
から，企業からもそういった考えでやっていただければ良いと思います．
大　室：はい，ありがとうございます．多分，能勢さんのところにも企業の立場である意味似通っ
ているところがあるかなと思います．逆に企業の立場で，吉松さんの意見をどうお感じに
なるのか少しお話しください．
能　勢：私たちがお付き合いさせていただいている作業所さんはもっと小さいところです．知的や
精神の障害の方が働いていらっしゃるところが多いんです．甘やかすとかはないのですが，
ポイントは条件ですね．下請けさんに発注したらこれは 2週間であがる作業だ．だけど，
「ソーシャル・アントレプレナーの役割と必要性」報告（下） 211
障がい者施設さんでは 3週間かかる．では，リードタイムを 3週間で組めばいいんですね．
我々もそういうところを分かって付き合うことが，お互いにストレスなく回していけるの
だと思います．「同じようにやってくださいよ」と言ってもできないものはできない．そ
れをどうやって我々の側がクッションになって受けとめられるか，だと思っています．
大　室：ありがとうございます．障がい者については，いろいろ議論がされていますが，やはり受
け入れる側の問題がかなりあるように思います．我々産業大学は，ソーシャル・ベンチャー
を育成しようという視点でもの考えているわけではなくて，例えば，障がい者を雇用促進
するためにはどうしたらいいか，というマインドを持った学生さんが育ってほしいと思っ
てお聞きしました．
もう一点，こういう領域を担っていくには，どういう人材を育てていったらいいのか．
ぜひ，そのへんを聞かせください．大塚さんは国としても人材育成をしていくんだ，とい
うお話が出ていますし，実際にやられている，ということですので，もう少し詳しくお話
しいただければと思います．
大　塚：私もこの分野は最近携わったんですが，一番足らないので人であると考えております．し
かし，人を育てるのは難しくて，国はメインのプレーヤーにはなれないと思っています．
国が一番できることは，こういったソーシャル・ビジネスを PRすることではないかなと
思っています．人を育てるには，もちろん大学という前の段階がありますが，直接的には
中間支援機関といわれる組織がたくさんあります．ここがメインのプレーヤーとして，ソー
シャル・ビジネスの人材育成をやっていただけるのかなと思っています．中間支援機関自
身が，非常に優秀なところもあればそうでもないところもたくさんあります．あるいは，
コミュニティ・ビジネスと争って利益を食ってしまうようなところもあると聞いておりま
す．中間支援機関にどういうふうに良くなってもらうか，というのが大きな課題です．
それと，これは人材育成ではないかもしれませんが，密接に関連していると思うのが 2
つあります．一つはこういったコミュニティ・ビジネス，ソーシャル・ビジネスは，国よ
りも市町村の取り組み，市町村の意識が極めて重要だと思います．ですから，市町村の方々
にどうやってうまく PRしていくか，というのも我々のできることかなと思っております．
もう一つは中小企業を支援するシステムはたくさんあります．これにどうやって組み入
れることできるか．もう一つ金融機関でいうと，大銀行はたぶん違うと思いますが，どこ
にでもある信用組合がここにどうやって入ってこられるか，というのは一つ考えてみたい
なと思っています．以上です．
大　室：ありがとうございます．なかなか市町村や都道府県の方は腰が重く，我々がこういう話を
すると，「何を言っているのだ」といつも怒られます．そのへんも含めて，取り巻く人た
ちをどう育てるか，というところも非常に重要だと思います．
また，吉松さん，お願いします．私も，実際に太陽の家に行かせていただいて驚いたの
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は，そこで働いている方がすごく生き生きと働いている．障がい者の人たちも健常の人た
ちもお互いにかかわることで成長しているんだろうな，と思って帰ってきました．実際に
働いている人も「変わった」とおっしゃっていました．一緒に働くということも非常に有
意義なんだ，ということがあれば，そのへんを聞かせください．
吉　松：今，おっしゃったことの根本は，障がいのある人たちが今まで長い期間働けなかったとい
うのがベースにあって，太陽の家に来てようやく働ける機会を得た．そして，その働いた
結果としていくばくかの自分で自由に使える収入がある，といったことが一番大きいと思
います．家庭にいて仕事をしなかったときは，もちろん年金とか何かで生きていくことは
できますが，自ら働いて得た収入でお酒を飲むとかパチンコするとか，あるいは買い物を
する，どこかに旅行する．それは，生きる喜びにつながるのですね．それは働くことがベー
スになっています．授産所の人は企業の雇用から見ますと給料は低いですが，でも，今ま
ではたばこ 1本吸うにも，「お母ちゃん，お金ちょっとちょうだい」「何をするの」「たば
こを吸いたい」といちいち言っていた．逆に見てきますと，「恵む」という形から脱却し
て自ら稼いで，自ら生きていけるような姿があります．そこには，一つひとつ親から離れ
て太陽の家の中で生活するようになって自立する．自立とは自分で意思決定をすることで，
そういう部分が必ず出てくるので，それが非常に大事なことになってくると思います．だ
から，働けなかったという経験を持って，働けるということがどれだけ大きな喜びである
か，ということを太陽の家に来て感じ生き生きとして働き続けることができるのです．そ
こから，社会に参画する機会が多く得られてくる．そこにつながっていくんだろうと思っ
ています．
大　室：ありがとうございます．能勢さんは若い部下をお持ちですが，そういう人たちに対して，
こういう社会的なところにかかわっていくのには，このスキルやこんな考え方が必要だ，
というのがあれば，そのへんを聞かせください．
能　勢：うちの会社の人材教育は非常に特徴があります．現名誉会長が言っています「幸福社会学
の確立と実践」みたいなことで，ここに書かせてもらっていますが，言葉が難しいので皆
さん何のことかなと思われるかもしれませんが，言葉の難しさは軽く聞き流してください．
良心の発達や自分のマイナス的な公共性を発達させるとか，将来世代の観点から公共的な
課題を解決する，というようなことを志せと言われます．これは何のことかというと，一
人ひとりの人間性のことです．結局，会社として「こういうことをやりなさい」と上から
下ろしてくる，それを自分に与えられた仕事としてやるということだけではなくて，もち
ろん会社ですから決まっている部分もあります．だけど，そうではなくて，もう一度己に
立ち帰って，今，自分が何をやらなければいけないか，ということを自分の良心に照らし
て考えなさい，ということをしつこいぐらいに言われます．
こういうことを何十年と言われ続けて私たちは育つわけです．そういう中から自分の発
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達とは何なのか，それに伴って社会の発達とは何なのか．自分が解決しなければならない
公共的な課題は何なのか，というようなことをみんな意識しだします．閉じる主体から開
く主体「AからW」と書いています．自分の自己中心的な発想であるとか，誰かが何と
かしてくれるのではないかと，自分がうまくいかない流れは会社の仕組みのせいだとか，
不満とかがあるわけですが，そうではなく，もう少し主体的に自分の役割認識を拡大して
いって，その不満を問題意識に変えて自分の果たすべき役割を自分で主体性を持って発展・
発達させていく，というようなことを常に目指してやっていくことが，人材の育成，教育
ということになります．すごくユニークでここがミソなのかなと思っています．
大　室：ありがとうございます．矢崎さんが非常にユニークな会長で，だからフェリシモもユニー
クで変わった企業かなと思います．トップの意識で非常に変わりますね．太陽の家の中村
先生は，すでに亡くなられて僕もお会いしたことがないのですが，この間行った時にいろ
んなお話を聞いてきました．彼の患者がきっかけとなってできた太陽の家で，一緒に共同
していくことを考え実践したこの人は企業家なんだなと思いました．トップの意識が変
わってくると企業そのものがすぐ変わってくるのかなと思っています．
きょうは若い人たちも結構いらっしゃるので，村田さんから先ほど苦労話をお聞きした
んですが，若い人たちにこんなことをちゃんと勉強しておいてね，というメッセージがあ
ればよろしくお願いいたします．
村　田：勉強しておいてね，というのは特に思いつかなかったのですが，ただ一言だけもし言える
としたら「あきらめないこと」ですね．非常に概念的な一言ですが，これが一番社会的な
起業をする上で重要だと思っています．これまで 5年間ずっと活動していて，自分の人生
の 7年をこの問題に使っています．あきらめた時に自分が夢に描いていたことに対して，
近づけなくなるので，あきらめが悪かったことが一番夢に近づいている原因だと思ってい
ます．もちろん，事業立案能力や問題解決能力も必要ですが，それは後から経験していく
中で獲得できるものなので，一番はあきらめないことかなと思っています．
あとは，たぶん経営レベルだとあきらめないというのは重要ですが，私たちが採用の時
に一番重視するのは，コミュニケーションがちゃんと取れてチームとして一緒に活動でき
るかどうかというのを一番重視して採用しています．どれだけすごく優秀な人が入ってき
ても，その人がチームとして，最大限の力を発揮できなければ非常に意味がないので，チー
ム全体としてのパフォーマンスを上げられる人を求めています．あとは，一緒に活動して
いく中で，「cool head,warm heart」という誰かの言葉をそのまま使っているのですが，冷
静な頭で手厚いハートで問題解決を一緒にしていける人を一緒に働く中で育てたいと思っ
ています．
大　室：最後にもう 1点，村田さんの共同代表のパートナーの 2人は，一人が東大をやめて，一方
は卒業してもうからない仕事をしているのですが，彼らのことを少し紹介してくれますか．
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村　田：この事業は私と本木と青木と 3人で立ち上げました．本木が大学 3年生，青木が大学 2年
生，私がフェリス女学院大学の 3年生のときに出会いました．お互いに社会問題を事業的
に解決したい，というところが一致しました．2人は何かそういう社会的な企業をしたい
のだが，自分の人生をかけてまでやりたいテーマが見つかっていない，とその時は言って
いました．そして，その時に何をやっていいかわからないが，とにかく児童買春をなくし
たいという私がその 2人と話をしました．最初はビジネスをずっとやっていた人たちだっ
たので，興味がないだろうと思って適当に話していたんですね．そしたら夜中の 1時から
5時ぐらいまでずっと電話で話していて，その電話を切った瞬間に青木が村田と一緒に事
業をしたいと思って，そのときのメモを 7年たった今もずっとボードに貼り付けています．
その後，本木が青木に話をして，「村田の思いを聞いてやってほしい」と言って，3人でミー
ティングをして，「じゃあ，かものはしをやろう」ということになりました．青木は，IT
の仕事で 2回目のちょっとトラブルがあった時に，結局大学を中退しました．2年生を 2
回やったんですが，駒場から自主的に退学をしました．本木はベンチャーキャピタルに就
職することが決まっていたんですが，自分が抜けると戦略を考える人がいなくなるので，
このプロジェクトは自然に終わるだろうと思って，内定を蹴って入ってきました．周りの
人は，「せっかく東大まで出たのに，何てことをするんだ．やめろよ」とみんなとめたの
ですが，あきらめたくないとか，せっかくここまでやってきたのでやりたい，という気持
ちが非常に強かったのでやってくれています．最初，みんな不安だらけだったんですが，
うまくいき始めました．結構，周りで他の企業に就職して愚痴ばっかり言っていたり，ほ
んとにこれで良かったのかな，と思っている人が多いんですね．でも，自分たちは最初給
料が 6万円から始まったのですが，ようやく新卒の人がもらえる給与まで上がってきて，
自分のやりたいこともやって飯も食べられているというのがすごく幸せで，挑戦できて良
かったなと本当に思っています．
大　室：ありがとうございます．村田さんに対して「そんな高学歴なのにどうして」とみんなが思
うことを大室が代表して聞かせていただきました．そういう変わったことも日本の中では
出てきております．この後，もう少しお話をしたいんですが，その前に皆さんからご質問
を受けながら，この後，進めていきたいと思っております．きょう，ご入場されるときに，
お配りしました質問表にご記入をいただきまして，こちらの方で集めさせていただいて，
その質問に少し答えながら，もう少しおつき合いをいただきたいなと思っております．
（休憩）
大　室：再開をさせていただきます．皆様の方からおかげをもちましてたくさんの質問をいただき
ました．このあと少しディスカッションしようと思ったりもしたんですが，急遽質問にお
答えしようと，その方が皆様にとって有益だろうと思います．後半の時間は質問を答える
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時間にしたいと思いますので，よろしくお願いいたします．ただし，全ての質問にお答え
ができないと思いますので，そのへんはご容赦をいただきたいと思います．
大塚さんに質問です．「現状の NPO等の収入や財政のデータを挙げて，今はまだまだ
低いがそのうち食えるようになる，と言われましたが，その根拠はどこにあるんでしょう
か」
大　塚：それは先ほど村田さんのお話にもあったように，傾向的にどんどん NPOの収入は上がっ
ています．そして，どんどん食べられるようになってきています．だから，二極化かもし
れないなと思っています．平均が低いのは，まだボランティアの延長の NPOが多いから
だと思います．ですから，傾向的にはどんどん収入が増えているし，日本は全部アメリカ
のようになるとは限らないと思うんですが，アメリカは今の状況になるのに 20年かかっ
ています．アメリカでは，ビジネススクールを卒業された方が，どんどんこの世界に入っ
てきている．そして，どんどん加速されてきます．ですから，大丈夫，絶対に食えるよう
になります．
大　室：大塚さんの方からは，食えるようになるから心配するな，是非ともやってほしいというお
答えだと思います．
次は，村田さんに対する直接な質問ではないのですが，村田さんはこれまで 6年 7年や
られてきて，皆さんに認知をしてもらう作業が難しかったんだろうと思うんですが，その
へんについてはどういうことを具体的にやられてきたのか，というのを少しお話しいただ
ければと思います．
村　田：認知というのは，子どもの問題ですかそれともかものはしですか．
大　室：こういう事業そのものです．かものはしがやっているということに対して，いろいろな場
で説明されてきましたね．それでやっとかものはしをわかってくれる人が増えてきた，と
いうイメージがあります．それを戦略的にやられてきたと思いますが，そのへんはいかが
でしょうか．
村　田：もともとは知ってもらうためというよりは，知恵をもらったり資金を集めるたりするため
にビジネスプランコンペに一時期結構出ていました．設立して 1年経ったぐらいから，東
京都主催の学生起業家選手権ですとか，先ほど紹介にもありましたスタイルというビジネ
スプランコンペに出しました．それで起業家選手権では，「社会的な起業」という言葉が
6年前はあまり知られてない概念だったので，「これはボランティアだろう，目的は社会
貢献だからこれは落とすしかない」みたいなことを審査員に言われました．他の起業家の
方たちは，「これは新しい起業の形を創造しているから，絶対に残すべきだ」と，すごく
意見が分かれたんですが，結局そこでは落とされました．社会企業家プランコンペの方で
は残してもらいまして，最終的に優秀賞をいただきました．そのおかげで朝日新聞や日経
に取り上げてもらって，認知度を上げることができました．この間 NHKの『クローズアッ
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プ現代』に出まして視聴率が 11％でした．そんな感じでメディアに出させてもらって，
メディア経由で知ってもらう．あとは，Webサイトを見ていただいたり，こういうふう
にお話をする機会をいただく．とにかく，いろんな人にお願いして「呼んでください」と
言って，日本全国本当にどさ回り的にどんどん行きました．北は北海道から南は大分まで
行きまして，年間 50回講演会をしました．そこに 100人来ていたら，何千人かは知って
もらえるので，その人がまた誰かに伝える．そういうふうに地道にいろんなところでお話
をするようにして，児童買春の問題を知ってもらっています．
大　室：能勢さんはどうですか，こういうプログラムを認知してもらうということで，たぶん最初
は結構苦戦をされただろうと思いますが，いかがでしたか．
能　勢：この CCPプロジェクトに関していうと，逆ですね．最初の方がマスコミとかの注目度が
すごく高かったです．というのは，先ほど申し上げましたように，自治体の関係ですとか，
NPOプロップステーションさんとかの関係があったので，産官民共同でこういうことを
やること自体が非常に新しい，ということで注目を受けまして，非常に当時の新聞とかに
は出たりしていました．逆に，今の方が PRには苦戦している状況です．1回やるとこう
いうことは当たり前になって，それをいかに継続的に社会に興味を持ってもらうか，みた
いなことが逆に今私の課題です．
大　室：ありがとうございました．最後に大塚さんにお願いします．先ほど国の役割として，ソー
シャル・ビジネスやコミュニティ・ビジネスの社会な認知を上げるのだということで，市
町村が切り込んでいかなければいけない，ということで，何か具体的に来年以降お考えに
なっていることがありましたら教えてください．
大　塚：最初に，個々のコミュニティ・ビジネスの方々から聞くと，地方紙に出ることが一番 PR
されるのにいいようです．地方紙に出ると市町村も認めてくれるし，お客さんが増えるの
で，読・朝・毎ではない地方紙にたくさん PRをしたいと思っています．もう一つは，コ
ミュニティ・ビジネス 50選か 30選か 100選をしようと考えています．それから，こういっ
たフォーラムやシンポジウムを国主催の経済産業局でやりたいと思います．経済産業局と
いうのは日本で 10あります．その 10のブロックごとに開催して PR効果を高めていきた
いと思っています．何か知恵がありましたら，是非アイデアをお寄せください．
大　室：社会的認知というのは非常に難しいと僕らも研究者として日々感じています．先ほどもご
紹介いただきましたSIJで，ソーシャル・ビジネスの支援をさせていただいております．きょ
う，お越しいただいている方もそう思っている方がいらっしゃると思います．今回は「ソー
シャル・アントレプレナー」という表現をしています．「何だ，それは．おまえら，何を言っ
ているんだ」と何人もの方から怒られました．でも，今回，あえてカタカナにしているの
は，「何や」と思っていただければいいかなと思って使いました．ただ，私も 7，8年こん
なことやっていますが，ずいぶん変わってきました．「社会的企業」と言ってもわかって
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いただける方が非常に増えてきたな，と思います．だから，大学も含めてこういうことを
どんどん広めていくということが必要かな，と思います．
ちょっと質問が変わります．吉松さんにお伺いしたいのですが，オムロン太陽さんとか
も皆さん黒字で展開をされているのですが，そこに経営上の工夫はあるのか，という質問
です．通常，一般的に考えれば，障がい者がそういうところで働くのは，ある程度の効率
性ということで考えれば，ちょっと難しい，ということなのですが，そこで，オムロン太
陽さんとか，ホンダ太陽さんを経営していく上で工夫が何かおありになのか．もしあれば，
お聞かせください．
吉　松：まず，「障害のある人たちが働くためには」，が基本にあります．ここでいう指摘は大した
問題ではないのですが，休憩室からここに入るまでにそこに階段があります．ということ
は，この施設では，我々車いすに乗った者は，自分の力ではそのまま利用できない．舞台
に上がるのも全く同じです．ということは，工場を造るときに，そういった施設そのもの
が昔流に言えばバリアフリー，最近で言えばユニバーサルデザイン，そういった工夫をさ
れていることが非常に大事です．次には，製造現場であれば，作業台の高さやいろんな設
備があります．例えば，ひじを曲げてこの範囲で作業をすれば一番楽に仕事ができますよ，
とか．アプローチがしやすいように，この（作業台）下に障害物がないようにするとか，
設備関係も働きやすく取り決めた基本設定できちんとやる．それから，障害のある人たち
が働きますので，当然障害を補うためにどんな補助機器をその人のために作って提供すれ
ば，その人の能力を 100％発揮できるか，ということを考えていくことです．それを常に
生産技術の力で提供しているということが大事になります．それが働く環境を作るという
ことです．
それから，もう一つは障がいのある人が働く時に，自分は現在のこの仕事をきっちりや
りきって，将来的にはさらに上のレベルに行く．例えば，単能工であった者が多能工にな
り，次には現場の監督職になったり，そして管理職になり，経営者になっていく．そういっ
た道筋もありますので，モラールを非常に高めていくこともできます．そういった意味で
は，個人の能力を出してさらにそれを高めていこうとする上昇志向を持てるような環境づ
くりも非常に大事になります．そういった技術なりノウハウがなければいけませんが，我々
の場合は幸いにしてオムロンやソニーなどの大企業と提携して実行しましたので，本社が
持っているノウハウをどんどん提供してもらって，それを自分のものとして，内側に取り
込んでいって自分たちで，その力をつけるという形で行ってきています．初期には，かな
り本社から知識や技術的な支援を受けながらやってきていますが，基本的に障がいのある
人たちが働くための環境整備については，太陽の家自体がノウハウを持っていましたので，
それと絡み合わせていく．もう一つは，太陽の家は障がいのある人たちが働く上で，健康
管理は非常に大事なこととしてとらえています．常に安定して職場や，工場の現場の中で
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働けるようにするためには食事を含めた日常生活にかかわってくる健康管理などをきっち
りやります．したがって，トータル的に企業本社と太陽の家が共同協調で，そういった働
く条件整備をしてきています．それによって，経営的にはうまくいくという基本ベースが
あります．
大　室：ありがとうございます．今の後半の中でお話をした労働力を安定的に供給するというとこ
ろが，一つ問題になってくる点ですね．たぶん，そこをすごく気をつけられてやっていらっ
しゃると思います．他にも例えば，ニートの中でも精神的に頑張れないときがあって，そ
の人たちの労働がうまく回るような仕組みをつくっていかないと，なかなか仕事がもらえ
ない，ととある NPOの方が言っておられました．後者の部分も非常に重要なところだと
思います．
もう一つ個別の事例で，能勢さんにお願いしたいのですが，フェリシモの事業展開と
ファッションブランド性についてという質問です．僕の認識だと，以前は「これは障がい
者が作りました」というメッセージが出ていたと思うんですが，最近は一切出ていない．
ある意味買ってみないとわからない．要は障がい者が作ったと載せると売れるとか売れな
いとかがあるのか．そして，どうして当初表示してあったものをなくしたのか．その 2点
についてご説明をいただけますか．
能　勢：今は実はなくしているわけではなくて，カタログの中ではきちんと CCPプロジェクトの
ことは説明しています．しかし，今はそういうことよりも，先ほど言いましたファッショ
ン性や手づくりのぬくもりのことを前面に出すようにしています．なぜ，そういうふうに
しているのか．先ほど言いました市場性との関係が一番大きいですね．それをやっている
ことで，社会的な課題の解決と生活者課題の解決の両方ができないと駄目です．お客様が
何を求めているのか，ということにより近づいていかないと受け入れられないことがあり
ます．そういうことで，「障がい者の作られたものだから買ってください」ではなく，「あ
なたの生活が豊かになるものだから買ってください」「なぜですか」「ストーリーを言うと，
こういう人たちが作っているからです」と順序を変えました．そういう形に今はしていま
す．ただ，私たちとしては啓蒙という意味も少しは持たせたいと思っています．買う入口
はそうだったとしても，商品につけてある情報カードに説明があって「こういう趣旨で活
動して，こういう人たちが作っていてこうなっている」とお客様の方から気づく，そうい
う形で発達していけばすごくいいかなと思います．
大　室：ありがとうございました．あえて，「障がい者が作った」という勝負の仕方をするのでは
なく，本当の商品の企画力で勝負するところが増えています．フェリシモさんに限らず，
障がい者云々ではなく，きちんと商品として売っていく．その背景にこういうストーリー
がある．ストーリーマーケティングという言い方をする人もいますが，そういう意味で理
解を後からしていく，というプロセスを作っていくところが徐々に増えています．
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今度は村田さんにお聞きしたいのですが，高齢者福祉総合施設で働いている方からです
が，「同じ思いを共有できる人にどういうふうに出会うのだろう．どう行動すればそうい
う人たちとめぐりあえるのですか」という質問です．
村　田：それは，とにかく多くの人に思いを知ってもらうことがすごく重要だと思っています．私
が仲間と出会うまでに 1年を費やしています．帰国してから，最初はなぜこれが起こるの
か知りたいと思って本を読みあさり，NGOの講演会に出席をしていきました．そうして
いく中で，ユニセフ協会の方から世界会議に出席する若者として選出されて，世界中から
集まった 90人の若者，子どもと一緒に提言を作って，その提言を世界中の人に知っても
らうということをやりました．その文書が結局国連の文書になったり，あと各国の大使や，
国連の代表者の人たちに提言をすることができました．その時の仲間も，一つ一緒にもの
を作った仲間ですが，ただ一緒に事業を始めるというところまでにはいきませんでした．
その後，ボランティア活動をして，大学生と一緒にセミナーを開いたりしていましたが，
やはり自分の人生をかけてまでやりたいという人には出会いませんでした．ただ，普通の
会話でもこの児童買春を本当になくしたい，と言ってしまうぐらい当時非常に熱い思いを
持っていて，今も持っているんですが．なので，普通に学食で友達と話している時もこの
話をしましたし，あと無理やり合コンに連れて行かれたときも，相手に対して 2時間ぐら
いしゃべり続けそれで盛り上がりました．それはただ盛り上がっただけで終わったんです
が，そういうふうにいろんな人に話をしていきました．そんな中で，たまたま東京大学の
セミナーに出た時に，あの 2人がいて，その話をしたらすごく食いついてきて，ちょうど
求めているものが，お互いにマッチした瞬間があったんですね．それが夜中の 1時から 5
時までの電話で 2人とも本気だった．ただ見つかってなかった．私は見つかっていたけれ
ども，何をしていいかわからなかったというところでちょうど合致しまして，性格も得意
な部分，苦手な部分もちょうど補うような形で一緒になりました．
3人という数字も良かったです．男 2人女 1人というドリカム状態もすごく良かったみ
たいです．たぶん，女 2人の男 1人よりも，男 2人女 1人の方がうまくいっているケース
が多いですし，3人という数字が非常にいいみたいです．2人だとどちらかが負けますし，
偶数だとどちらかに偏るんですね．3人だとちょうどパワーバランスが取れて，3人が違
う主張をして違う視点から言うと，ちょうど良い中間のものができる，と考えています．
もちろん，たまたま 3人になったんですが．4人でも，誰かの下についているという状態
になるので，3の倍数で増えていくのが良かったのだと思います．
あとは，いろんな困難を乗り越えて，そのときに仲間になったとか，私がずっとあきら
め悪く児童買春をとにかくなくしたいと現地に行ってから 7年間ずっと言っていますの
で，それを変えなかったことが重要だったのかなと思っています．
大　室：ありがとうございます．村田さんは，大学の各先生に「児童買春の話を授業の冒頭でしゃ
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べらせてください」とお願いして，授業の中でしゃべってしまうというぐらい非常に変わっ
た女の子だったという，本人も熱い女の子ということですが，このようなことをはじめた
思いというのはいかがでしたか．
村　田：実際に目の前にいる女の子が売られているという状況を見たら，誰でもそうするのではな
いかな，と思いました．
大　室：それぐらい熱い思いを持って語り続けられたのですね．それと僕らは地域の方のまちづく
りも，お手伝いをさせていただくことがあるのですが，とある中間支援団体の事務局長の
話ですが，「3人仲間をつくりましょう」と言われます．僕らも地域でまちおこしをしたい，
地域づくりをしたいというときに「3人仲間をつくってください．そこからスタートしま
しょう」という言い方をします．村田さんとたまたまかぶるのですが，たぶんお一人で悩
んでいるよりも，いろんな人にまず語ってしまおう．それで嫌がられたらそれはそれでしょ
うがない，とあきらめて熱く語り続けることが仲間を集めることになるのではないかな，
というふうに思います．
では，次にいきます．たくさんいただいて嬉しい限りです．少しまだちょっと視点を変
えます．次は大塚さんにお願いします．お金の問題です．一つは公的融資の問題で，「現
行の中小企業信用保険法は，その成立の背景から当然非営利法人を想定していない．NPO
法人の信用保証協会の保証制度の利用媒体として現行門前払いになっています．それをど
ういうふうに運用していくのか．方法は実際にあるのか」ということ．もう一つは，マイ
クロファイナンスが世界中で出てきています．マイクロファイナンスというのは，貧困層
に対して少額のお金を提供することによって，仕事を自分たちで作って自立するというも
のです．これでノーベル平和賞を取ったグラミン・バンクなどが代表例としてあります．
そういうものを日本で考えることは可能なのか．もしくは，そういう予定があるのか．そ
のへんの資金にかかわる部分で何かをお考えになられていることがあれば，教えていただ
ければと思います．
大　塚：資金の問題は，我々の議論の大きな一つです．立ち上げ時点と，さらに大きく伸びる時点
の段階に応じて金額も違います．もっと後ろの方になると，普通の銀行やファイナンスの
状態でも対応できます．前の方でどうするかということです．NPO法人を対象にするに
は法律を変えないといけません．今，我々は農林水産業と商工業の連携を図ろうという法
律を一生懸命やっています．その中で，限定的に信用保証協会の NPOを対象にしようと
試みています．ただ，財務省などのいろんな壁があって，まさに今も胸突き八丁のところ
で，これからどうなるかわかりません．ただ，ここで風穴を開けることができたら，将来
全 NPO法人に信用保証協会の適用というのができるかもしれません．それを目指して今
部分的にですが，初めて法律的な風穴を開けたいと思って頑張っています．これは，フィ
フティー・フィフティーでどうなるかわかりません．
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あとマイクロファイナンスですが，今，NPOバンクというのが日本にも結構あります．
確か 10ぐらいあります．これは，生協活動をやっている方が作られたものが多いのですが，
すでにあります．ですから，日本でもこういう流れが結構出てくるのではないかと思って
います．
それと融資と違うのですが，チャリティーや寄付は日本ではあまり盛んではありません．
私が言っているのはアメリカ的チャリティーという意味です．金額的にはアメリカの 100
分の 1ぐらいです．アメリカには教会文化もありますが，寄付をすると税金がものすごく
返ってきます．彼らは個人の確定申告ですから，NPOに寄付をすると年末に現ナマで税
務署からお金が返ってきます．私はこれは非常に大きい要素だと思っています．ふるさと
納税という動きの中で，寄付税制を変えようという動きがあります．私はこれに注目して
います．対象を NPOにするということと，対象となる金額を下げるという 2つの方向が
あります．例えば，村田さんのところに 1万円寄付をすると，そのいくらかの税金が返っ
てくるとなると，日本型のチャリティーが NPO活動と結びつく可能性があるのではない
かなと思って，私は注目しています．これは，他の役所のことなので私はどうなるかはわ
かりません．
大　室：ありがとうございます．今のご紹介いただいた NPOバンクは，最初に北海道にできまし
て，今は全国各地でいろんなものが出ています．それは一つの資金提供機関になっていま
す．例えば，関西地域では近畿労金さんなどがやられています．今は，そうでもなくなっ
たんですが，NPOの人が銀行に行くと，「あんたたちは何しに来たの」と言われ，非常に
貧しい受け答えになったことがあります．銀行さんとそのへんは議論しないといけないん
ですが，貸す側のスキルも上げていかないとこの分野は非常に苦しいと思っています．
村田さん，能勢さん，吉松さんにお伺いしたいのですが，村田さんは現地のカンボジア
の人たちが作った商品をどう流通させていくのか，というところが非常に難しい．能勢さ
んは福祉作業所が作った物を単に売るのではなく，そこにいろいろな人が絡みあって，商
品としての魅力を高めるというプロセスがある．ただ，単に作ったから，すてきだからで
はなくて，能勢さんの言葉を借りると，生活にとって重要な商品かどうかが大事なのだと
いうことですね．そのへんで実際の商品をマーケットの中で売っていくのに重要な点，作
業所の商品をぽんと売るのではなくて，それを乗り越えさせるために何か仕掛けがあれば
具体的に教えてほしいと思います．その後に，吉松さんからまた発言していただきたいと
思います．
能　勢：どうしても作業者さんに作ってもらっているので，手作業の部分が非常に多いのですね．
手作業でやっているとばらつきが出る，品質が安定しない，ということもあります．でも，
私たちはそれを逆に大量生産ではできないものの価値として売っています．例えば，ハン
ドペイントシリーズというのがあります．大きな布に手書きで模様を描いてもらいます．
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その布を鞄などに仕立てて売っています．当然，手で描いていますから，量産品と違って
全部模様が違います．でも，お客さんにとっての価値は，他にない，世界に一つしかない
ものです．そのことが，お客さんにとっては価値がある．ほかの人が持ってないものを自
分は持っている．それで自分は作り手の人とつながっているような感じがする．そういう
ようなところが生活者にとっての価値だと思います．
村　田：対象者に売ってわかってきたので，40個ぐらいで商品を 20個ぐらいにまで絞って，それ
で実際に生産を安定させて売っていきました．対象者によって製品の求められているもの
も違ったので内容を 2つに分けました．例えば，外国人であれば，いかに安くても製品の
質が良くないと売れないのです．けれども，逆にカンボジア人の場合は，製品の質が高く
ても，安くないと買わない，ということがあったので，あまりうまくない人はカンボジア
人向けのラインを作って価格を下げて，うまい人はとにかくうまく良いものを作っても
らって外国人向けのラインでしてもらいます．値段も全く 1個 60円のものから，1個 700
円のものまで相手によって値段が変わっています．そういうふうにして先を確保している
という状況です．
大　室：ありがとうございます．吉松さん，今のお二人は消費者に直接届ける商品をお作りになっ
ています．その中で一工夫，二工夫しながら届けている．それが，吉松さんのところは，
企業の中で企業に対して，BtoBというところでやられていますね．企業とつながってい
るところで何か工夫をされているところがもしあれば，教えてください．
吉　松：企業との関係においては，我々が QCD，クオリティー・コスト・デリバリー，これを確
実に守るというのは先ほど申し上げました．これは各企業におきましては，必ずその商品
を市場で販売していくわけですから，QCDはきっちり我々が守られなければならないと
いう前提の中で仕事をします．そこに企業との信頼関係ができます．景気の変動があった
ときに，注文が多かったり少なかったりするのですが，それらに太陽の家は確実に対応し
て期待に応えてくれる，ということが企業の中に定着すれば注文はきます．そういったこ
とをきっちりやっています．
それから，太陽の家は，お客様への直接販売をしています．一つは，太陽の家がスーパー
マーケットを設置し経営しています．仕入れたものを販売しているのです．また，独自に
パンコーナーを作って，太陽の家のスーパーでパンを販売しています．それから，来年の
10月に大分国体（チャレンジおおいた国体，チャレンジおおいた大会）があります．大
分県の県鳥はメジロですが，大会マスコットキャラクターで子供たちに特に親しまれてい
るメジロンがあります．太陽の家はこの大会に対し特別協賛しています．したがってメジ
ロンをキャラクターとして自由に使っていいことになっていますので，太陽の家独自のメ
ジロンマグネットを作って販売しています．
大　室：ぜひ，もしお時間のある方は，別府へ行っていただくと，太陽の家というすごいエリアの
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中でいろんなビジネスをされているので，私も行かせていただいて非常に驚きました．そ
の中でスーパーを実際に持たれて，地域の人が本当に便利に利用されて，地域の人にとっ
て太陽の家そのものがなくてはならない，というところまでもって行かれています．ぜひ，
行っていただけると非常に面白いと思います．
大塚さんに中間支援の話です．もう少し中間支援団体をどういうふうにしていったらい
いのか，そのへんをお聞かせいただきたいのと，もう一つはヨーロッパの方では，
Community Interest Company act，CIC法というのがございます．これはイギリスですが，
こういうソーシャルなビジネスを格付けする会社法みたいなものがあります．それとか，
ベルギーとかに行きますと，社会的協同組合法というのがあって，協同組合もさらに社会
的なものに変えていきましょう，という法律ができています．その中でヨーロッパの場合
は，特に協同組合が重要な役割を担ってきています．その中間支援団体と協同組合を含め
たものとして，従来から中間的なポジションにいながら，さらに社会性を求めて社会的協
同組合という言葉が出てきているのです．そのへんで中間支援団体も含めて，何か法律的
な方向でお考えになられていることがあればお願いします．
大　塚： 2つございます．一つには，いろんな法人格，新しい法人格を考えたらどうか，という議
論が研究会でもあります．ただ，これは私の個人的な意見ですが，今でも株式会社，NPO
法人，組合とかいろいろたくさんな法人があります．私は個人的な意見ですが，これは法
人格の問題ではなくて，40年前から，株式会社という与えられたメカニズムの中で社会
的事業をなさっているわけですね．ですから，新しい法人格を作るのは法律改正になりま
すから，新たな法人格を作る，あるいは，その仕組みを変えるという議論より前に，今の
ある法人格，NPO法人，いろいろな組み合わせで，組織ポートフェリオと言いますが，
同じ団体が，違う法人格を使ってうまく組み合わせて，最適な活動をする．そういった方
が，現実的だし早いのではないかと考えています．
それともう一つ，今格付とおっしゃいましたが，格付をするかどうかは別として，一番
ソーシャル・ビジネスで難しいのは，社会性の部分です．社会性の部分は，10点，20点，
30点とか，そういうふうにできないと私は思います．ですから，他のマーケティングの
部分は，既存の物差しがありますから．そこの評価はできるのですが，社会的部分の評価
というのをどういうふうにして，絶対にソーシャル・ビジネスの全体の評価は必要なわけ
です．ここは，少なくとも今まさに我々は議論しているところですが，方向性は私も見い
だしてないのですが，ソーシャル・ビジネスの相対とした評価，コミュニティ・ビジネス
の相対としての何か評価は，この客観的な評価を作らないとお金も第三者に課さないわけ
ですよ．これは非常に重要な分野だと思っています．まだ，ちょっと解は見いだせていな
い状態です．
大　室：併せて，公益法人の関係で，この分野と公益法人の絡みは何かあるのでしょうか．
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大　塚：私，プレゼンテーションの中で言えなかったのですが，円天でしたっけ，悪いお金を集め
て，L＆ Gしかも目的は地域開発だったのです．ですから，結構暴力団がやっている
NPO法人とか，あくどい悪い NPO法人がたくさんあるので，これを何とかしなければい
けないという動きになっています．私が聞いたところでは，NPOをちゃんと第三者が一
元的に評価をして，少なくとも悪いところは排除する．もう一つはちゃんと報告書を書い
ていない，活動をしていない NPO法人はどんどん淘汰していくというのがあると思いま
す．
大　室：ありがとうございます．どんどん時間が過ぎていって，もうそろそろ時間となるところで
す．企業の方も来ていらっしゃるので，能勢さん，今の事業をやられていく上では，先ほ
どもお話がありましたように，いろんな人とネットワークを作っていかないと難しいだろ
うと思います．でも，一方ではまだまだフェリシモさんの資源も十分には活用できてない
だろう．まだまだもっとできるところはきっとあるのだろうな，と思います．そのへん，フェ
リシモさんがシーズとして持っているものでも，まだまだ十分に使えてないところが，ソー
シャル・ビジネスの中にあるだろうと思います．そのへんでどういう人とのネットワーク
を作ることで，シーズがニーズに変わっていくのか，ニーズを作っていくことが可能なの
か．そのへんで指示でも構いませんので見解があれば，よろしくお願いします．
能　勢：難しい問題ですよね．おっしゃられたフェリシモの中にあるシーズ，実は，CCPに関し
ていえば使いきれてないですね．なぜかというと，結局イレギュラーなことがすごく多い
ものですから，会社の通常の業務フロー，インフラに乗らない部分がすごく多いですね．
それを人手で解決しているみたいなところがあって，だから効率が悪いところにもなって
います．でも，それを解決できて初めてちゃんと我々のビジネスになりました，と言える
のではないかと思っています．現場まだまだ苦労していますが，私的にあそこを何とかし
てシステムに乗せていく，ということを今すごく一生懸命やっているところです．
大　室：すいません，難しい質問になってしまいました．もう一つ企業の話で大塚さんにお願いを
したいのです．きょうは，大企業の話が結構出ています．ですが，中小企業の CSRも，
たぶんこの分野のマーケットを育てていくためには，必要なことだろうと思います．中小
企業の CSRに関してお考えになっていることはありませんか．
大　塚：そこはちょっとよくわかりません．その意味は，日本では，まだ大企業の CSRも，あま
り認知されていない状況だと私は思います．そのときに，中小企業は本当に経営が厳しい
ですから，中小企業の CSR，もっというと中小企業が自ら CSR活動をどんどんやると，
その企業のメリットになるか，というとまだそこまで私はいってないと思います．ですか
ら，それより以前の大企業の CSR活動をどうやってこれに取り込んでいくか，の方が重
要だと私は思っております．
大　室：ありがとうございます．イギリスでも非常に苦戦しておりまして，中小企業の CSRもな
「ソーシャル・アントレプレナーの役割と必要性」報告（下） 225
かなか難しいと今課題になっております．日本でもバリュー・チェーンとかサプライズ・
チェーンとかいう言い方をして，その中に社会的責任を入れていくのだ，と言っています
がなかなか難しい．それは日本の課題もこれからなっていくのだろうな，と思います．
最後の質問になります．村田さん，能勢さん，吉松さん，それぞれに今後の展望をお聞
きしたいと思います．その中で，なかなか利益がでない難しさ，というのがあります．そ
れを今後も含めてどのように展開していこうとお考えなのか．村田さんには，買春問題を
ビジネスとつながっていこうという発想，それはどこから来ているのか，というのを最後
にお伝えいただければと思います．
村　田：この発想自体は，社会的な起業をしたいという他の 2人の思いがありました．自分が解決
したい社会問題は児童買春の問題で，彼らは，社会問題を自分的に解決したいと思ってい
たので，そういうような思いから，3人が合致したところで考えてきました．発想自体は，
私たち以外に経営コンサルタントの方が，毎週毎週面倒見てくれていまして，毎週日曜日
になるとその方とミーティングをして，その経営コンサルタントの方がビジネスで使って
いる問題解決の手法を使わせてもらいました．なので，その方から，例えば「ゼロベース
思考で考えろ」とか，MECE（ミッシー）といってモレなくダブリなく研修をしろとか，
そういうようなやり方を学びながら，実際にやっていきました．そうしていく中で職能訓
練や雇用創出というのが非常に重要だということに気が付いて，そういうような仕事を
作っているという状態です．
大　室：今後どういう方向へ．
村　田：農村の支援を広げていってコミュニティファクトリーを各地に造っていくというのがまだ
あります．そういうふうにやって成功事例をカンボジアで作ったら，他の国に展開すると
いうことを考えています．今後 5年のスパンで増やしていきたいと思っていて，それから
縦と横の展開ということで，縦の展開としてはカンボジアの国内で買っている人に対する
活動もやっていきます．今，準備しているのは，警察官に対する啓蒙活動をやります．今，
人身売買を防止する法律があっても，警察官がそれを知らないので，子どもが虐待をされ
ていても見過ごしてしまったり，もしくは，その人身売買のビジネスに警察官がかかわっ
ているということがあるので，警察官に対するトレーニングを内務省と一緒に行うという
のを今準備しています．
そういうような売り手側をいかに売らせなくするのか，というのが今の私たちのメイン
の活動なのですが，買い手側に対するアプローチもやっているということで，国内で活動
を増やしていくことがまず一つです．それから，今，問題になってきているミャンマーで
すとか，ベトナムからも人がたくさん来ているので，そちらに展開するということが 2つ
目の展望です．
大　室：ありがとうございました．能勢さん，この事業も含めた今後の展開を教えてください．
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能　勢：実は，先ほどから皆さん，私の肩書きが ecolorとなっているのになんでその話が出てこ
ないのかと，不思議に思われている方がいらっしゃったかもしれません．実はその活動は
始まっていまして，今，ecolorというカタログを立ち上げたところです．まさにこれは今
月出たばかりです．やっぱり障がい者の方の課題ももちろん大きな社会的な課題の一つで
はありますが，より生活者の方が課題として今関心を持っておられることは何か，という
ことを我々はそこを起点としてやっていきたいと思っています．今，環境問題に関しては，
非常に生活者の方々も関心が高いと思います．そういうところで，社会の課題，生活の課
題を一緒に解決できる方向へ今後持っていきたいと思っています．この CCPを含めて障
がい者の課題というのもその一つです．今この中に，フェアトレードといいまして，第三
世界の人たちとの公正な取引みたいなこともやっています．それも一つです．さきほど，
シーズの話が出ましたが，シーズに限定してものごとをとらえると，どうしてもビジネス
としての広がりが出ないですね．やっぱりそうではなく，お客様の生活のニーズをとらえ
ていったときに，どういうふうに大きくしていけるか．その中に，こういう課題の部分を
一個一個プロットしていけるか，ということを考えていきたいと思って，ecolorというカ
タログを立ち上げました．今後はWebをメインにして活動していくつもりです．
大　室：ありがとうございました．吉松さん，今後の太陽の家を含めてよろしくお願いします．
吉　松：太陽の家の創設のときに，中村裕先生が基本的にやっていたことは何かというと，バリヤ
フリーの建物を造ったり，障がい者の雇用の機会をつくることは勿論あるのですが，その
ベースにあるのは，やはり社会を変えるとか，人の心を変える，いわゆる「変える」こと
に対して取り組んだことです．太陽の家は，これからも社会に対して変えるという事をキー
ワードとしてどんどんやっていきたいと思っています．
その一つは，先ほど申し上げましたように，精神障がい者の方々の働く場については，
まだ十分確保されてないところがありますので，それに取り組んでいくということで，
2010年に心のケアセンターを造っていきます．その第 1段階として，亀川サンクリニッ
クを造って精神科医を常駐配置して対応しています．従来の薬漬けにするのではなくて，
本人と対話しながらの医療行為と心の問題，栄養と食の問題，生活習慣と教育について対
応していく．そして働く場をつくることとしています．トータルシステムとして機能しフォ
ローできる体制をとることを考えて実行しています．太陽の家は，もともと地域との連携
を非常に大切にして今日までやってきています．従って太陽の家が持っているスーパー
マーケットとか銀行とか，体育館，プール，温泉の浴場，そういったものを地域にどんど
ん開放してきています．そういった対話をし，持っている施設やノウハウをどんどん提供
して地域に対し利便性を供与しています．そういう形は今後も継続，拡大をしてやってま
いります．さらに大分県で昭和 36年身体障がい者のスポーツを日本で最初に始めたと言
いました．そのあと，大分国際車いすマラソン大会，これは世界大会なので世界から車い
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すのトップランナーを含めて 500人前後が毎年集まってきます．それに対して太陽の家は，
事務局を持って支援しております．それ以外の障がい者スポーツも盛んにやっています．
さらに最近は重度の方々ができるスポーツをどんどん導入して，重度の障害のある皆さん
が参加し日常生活の中で楽しめることをやっています．このような事に太陽の家はどんど
ん参加して提供していくなど，主体的，積極的にかかわっています．今後も，地域の中で
共に豊かに生活ができるようにやっていきたいと思います．
障がい者の地域生活の中で大きな課題の一つは住まいの問題です．今までは施設を造っ
てそこで生活をしていましたが，障害者自立支援法では施設から地域に障がいのある人た
ちを出し，そこで生活できるようにしなさい．となっています．この理念はいいのですが，
行政がちゃんとバリヤフリーの住宅を造って住まいを確保してくれるわけではありませ
ん．太陽の家は，障がい者が地域で生活できる事を支援するためのサービスを提供する事
業を始めました．今後も障がい者が安心して地域で暮らせるよう地域支援事業の充実を図
りたいと考えています．さらに，太陽の家の障がい者はだんだん重度化してきていますの
で，その人たちを雇用，就労の場に出すためにどうしたらいいか，ということ考えていま
す．職業訓練校を作ってそこで訓練をしながら，一般企業に送り込めるような人材を育て
ていこうとしています．いろいろ今までの流れの中で，あるいは新たな発想の中で，取り
組もうということでやっております．
大　室：ありがとうございます．長時間にわたって本当にお付き合いをいただいて多くの質問をい
ただきました．すべての質問にお答えができなくて大変恐縮です．本来であれば最後に皆
さんから直接ご質問をいただいてお答えをすべきところでその時間がなくなってきてしま
いました．
最後に，この分野は，人材育成を含めてかなり大学にも役割があると思います．簡単に
一言ずつ京都産業大学を含めて大学教育に対する何かメッセージがあればよろしくお願い
します．大塚さん，よろしくお願いします．
大　塚：大学というよりは，きょうは若い方々がいらっしゃるので，若い方々に言いたいことがご
ざいます．ソーシャル・ビジネス，コミュニティ・ビジネスには正解はありません．ただ，
後から神様がふり返って二番解，三番解，あるいは例え，事業的に失敗してもそれは一つ
の解なのです．ですから，ぜひ若い方々，自分の将来の人生の一つの選択肢として，ある
いはもっと後になってからでもいいですが，このソーシャル・ビジネス，コミュニティ・
ビジネスを頭の片隅に残してください．お願いします．
吉　松：京都産業大学では，ソーシャル・ビジネス，コミュニティ・ビジネスを日本で初めて開設
するいうことを先ほどお聞きしました．新しいソーシャル・ビジネスという学科を経営学
部の中でやっていこう，ということを決められたのは，これからの社会，産業，大学の将
来を展望し，洞察して取り組んでいこうと意思決定されたのだと思います．そこにかかわっ
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ていかれる人たちは，そこには自分たちがチャレンジしていくのだという，新たな気持ち
が生まれているのだろうと思います．ただ，そのときに「何のために」，ということが大
切と思います．こちらのお二人の方も言われていましたが，その現実を見たときに，誰か
がしなければならない．だから，こういったことをやってきました，という説明がありま
した．やはり，学校で学ぶときに，「何のために」というのがあるはずです．また，日常
生活の中でも同じだと思います．その目的なり，目標なりはっきりしたものがあれば，よ
り勉強にも身が入ると思います．社会の中でもまた大いに役立っていけるようなものが生
まれてくると思います．先ほど申し上げましたように，社会を変えるとか，あるいは自分
を変える，ということからチャレンジがあるのではないかと思います．
能　勢：自分の大学時代のことを思い出していました．はっきり言いますと，私は会社に入ったと
きに，すごくこういうことをやろうと思って，志していたことはございませんでした．た
だ，会社の中に入って，自分で日々仕事と向き合っていく中で，やっぱりこういうことを
やっていかなければいけない，お金をもらって仕事をやるからには，何か人の役に立つこ
と，人に喜ばれることをやっていかなければ，自分の人生の 3分の 1を使うことに，意味
が見いだせないと思うのです．そういう本来の自己を生きるという視点で，学んでいける
人になってほしいと思います．学びは大学で終わりじゃなくて，大学を卒業した後も自分
がこれだな，と思ったことを学び続ける姿勢を大学のうちに身につけてほしい．それと大
学でソーシャル・マネジメントを始められたことについては，良いことをしたいと思って
いても，それをビジネスとして形にできる，そういう能力とかスキルはいつか絶対に必要
になります．だから，私も，MBAみたいな勉強もしました．資本主義のシステムを活か
して社会を変えるのだったら，その仕組みを身につけることは非常に重要なことかなと思
います．
村　田：自分が学生だったときに，自分が社会起業家になりたいと思っている人は，結構周りにた
くさんいたので，こういう学部ができて，まさに社会企業家について学べることは非常に
ラッキーだと思います．こういう学部が存在すること自体にも，意義があると思いますし，
全員が全員社会起業家になるとは限らないと思うのですが，ただ，そういう社会起業家精
神を持った人が，大企業に入ってまだ世の中を変えていったりすると思うので，非常に意
義深い学部学科が設置されたものだと思っております．学生の皆さんに申し上げたいのは，
私自身，自分で事業立ち上げて最初の 3年は非常につらい時期でした．ただ，3年が過ぎ
て事業がうまく回ったときに，自分のやりたいことと，自分の人生の幸せとが合致し始め
たので，自分としては今非常に幸せだなあと思っています．
だだ，同時に一緒の時期に立ち上げた団体が，うまくいっているところとうまくいって
ないところ両方います．成功事例ばかりが，今光が当たっているので，失敗した事例に関
しては，光が自然と当たらなくなってきます．だから，リスクがあるということは踏まえ
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た上でぜひ挑戦してほしいなと思います．失敗もすると思いますが，ただその失敗もいつ
か糧になりますし，うまくいったときには，本当にやりたいことと自分の幸せと合致して
いきます．それは挑戦した人にしか手に入れることができないので，挑戦することに意義
はあるな，と思っております．以上です．
大　室：ありがとうございます．時間が超過いたしました．皆様に長時間おつき合いをいただいた
ことに感謝いたします．ただ，皆様の質問に十分お答えできなかったことは，大変申し訳
ないなと思います．なかなかうまくコーディネートができなかった私の力不足で申し訳ご
ざいません．
当大学としても，今年できた学科でございますので，経営学部を含めてこのような問題
に取り組める人たちを育てていきたいですし，一緒にかかわっていきたいと思っておりま
す．きょう，ご参加いただいた 4人のパネラーの方に拍手をもってお送りしたいと思いま
す．
司　会：どうもありがとうございました．パネルディスカッションの方，これにて終了させていた
だきます．本日は長時間にわたり，本当に長い間ありがとうございました．
きょうは，20代の若い学生さんから 60代，70代の方など，さまざまな年代の方がご参
加くださいまして，本当にありがとうございました．きょうのパネラーの先生方皆さんが
「社会的に」という言葉を頻繁に使われていました．私もお話を伺っておりまして，今，
自分たちがどんな社会で生かされていて，どんな法律や制度の中で守られて生きているの
か．そしてどんな時代に生まれたのか．そして，これからどんな時代がやってくるのか．
こういう私たちが考えていなければいけないことを，ソーシャル・ビジネスという新しい
分野から何かヒントを得たような，明るい希望に光が当たるようなお話を伺えたのではな
いかと思います．皆様もまたいろいろな場所にお持ち帰りなられまして，また深く考えて
いただいて，いろいろなヒントやアドバイスなどをこちらの大学の方に寄せていただけれ
ばと思います．
最後になりました．これにて閉会させていただきますが，閉会のごあいさつをさせてい
ただきます．京都産業大学副学長の佐々木利廣の方からごあいさつ申し上げます．
佐々木：本日はお忙しい中，京都産業大学経営学部 40周年記念シンポジウムにご参加をいただき
まして，ありがとうございます．予定時刻を超過して申し訳ありません．また，熱い議論
に関係していただきまして本当にありがとうございました．ホームページや新聞等でこの
シンポジウムの告知をさせていただいたのですが，予想以上に皆様方のご関心があるとい
うことで，成功裏に終わることができました．ありがとうございます．
最初に学部長からお話がありましたが，このシンポジウムは 40周年の節目ということ
で，記念のシンポジウムでもあるのですが，もう一点，ソーシャル・マネジメント学科の
将来のビジョンをここで披露するという趣旨であるともお聞きしております．こういう
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ソーシャル・マネジメントや，ソーシャル・アントレプレナーという議論は関西でも着実
に根を下ろしつつあるというか，定着しつつあると思います．きょうも NPOメッセ in関
西ということで，コーディネーターの大室からお話をさせていただいていましたが，大阪
経済大学で，きょうから 3日間熱い議論がされているようです．それから関関同立 4大学
で地域貢献型の社会企業家養成プログラムというのも現在進行中です．
我々の学科もソーシャル・マネジメント学科が新設されて，この領域の若い先生方がた
くさん入ってきました．ぜひ，大学も学部もこのソーシャル・マネジメント学科を経営学
部の一つの柱として情報発信をしていきたいと思っております．ちょっと時期的には未定
ですが，次回は環境経営とか環境をキーワードに，こういうシンポジウムを企画しており
ます．また，新聞とかホームページ等々で告知をさせていただきますので，その節はご支
援，ご参加いただきますように，お願いいたします．
最後になりましたが，4人の方，全員にお忙しい中スケジュールを調整していただいて，
このシンポジウムにご参加をいただきました．我々もこの熱い議論を何とか大学教育の中
に活かしていく必要があると真剣に考えています．きょうも学会のオペレーションで学部
の学生や大学院生もたくさん参加をしています．産業大学は元気で明るいというのが一つ
のスクールカラーです．非常に元気な学生が多いです．元気で明るい学生でプラス社会的
なソーシャル・マインド，社会を多様に見る目を養うような学生が育ってくれればな，と
思っております．
今後も京都産業大の経営学部の取り組みに関して変わらぬご支援をいただけますように
お願いをいたしまして，閉会のあいさつとさせていただきます．ありがとうございました．
司　会：長時間にわたりまして，おつきあいいただきまして，本当にありがとうございました．こ
れにて，京都産業大学経営学部 40周年記念シンポジウムを閉会いたします．ありがとう
ございました．
